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◎基本政策2  健康で安心な生活基盤の整備
戦略シート（事業計画）
の最新版はこちら

▶  団塊ジュニア世代が高齢者に移行していく2040
年代は、現役世代の減少傾向が見込まれ、総人
口の減少も進む見通しとなっています。

▶  本区の高齢者人口は約4.4万人（令和６年１月現
在）であり、今後、2040年に約６万人、2060年
に約７万人になることが見込まれており、この
間、高齢者単身世帯が高水準で推移していくこ
とに伴い、医療や介護ニーズ、生活上の困りご
とを有する高齢者が一層増えることが想定され
ます。

▶  令和４年度の高齢者等実態調査（在宅介護実態
調査）では、今後区に力を入れてほしいことと
して、「在宅医療・介護」が42.3％と最も多く
なっています。また、地域で暮らし続けるため
に必要なことでは、「往診などの医療サービス」
や「夜間や緊急時でも利用できる介護サービス」
が多く、終末期を迎えたい場所では、「自宅」が
50.6％という結果になっています。

▶  かかりつけ医がいる割合は、要介護者で89.2％
です。また、１年間で訪問診療を受けた診療科
目の割合では、内科が28.3％となっています。

▶  高齢期に医療や介護が必要となった場合でも、一
人ひとりが住み慣れた地域で最後まで自分らしい
暮らしを続けることができるよう、日常生活圏域
内における支援拠点の整備や24時間在宅ケア体制
の構築に向け、在宅医療・介護連携の推進とICT
活用、インフォーマルサポート*と制度サービス
との連携・協働が必要となっています。

・・  文京区高齢者・介護保険事業計画 
（令和６年度～令和８年度）

・・  文京区保健医療計画（令和６年度～令和11年度）

①�今後区に力を入れてほしいこと

　高齢者施策や介護保険事業について今後区に力を入れ
て欲しいことでは、「在宅医療・介護」が42.3％で最も高
く、次に、「認知症高齢者に対する支援」が38.4％となっ
ています。

②�介護が必要になっても地域で暮らし続けるために必
要なこと

　介護が必要になっても、地域で暮らし続けるために必
要なこととして、いずれの対象者でも「往診などの医療
サービスが整っている」が最も高くなっています。
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 関連する主な計画等

 関連データ

 課題解決に向けて取り組むべきこと

在宅医療・介護連携の推進主要課題

No.16

・・  在宅医療が必要な方に適切な医療サービスを提供するため、地域医療連携の更なる充実が必要です。
・・  在宅で医療や介護を受ける方に、希望するサービスを提供できるよう、地域の専門機関との連携を

検討し、多職種による支援体制を強化する必要があります。

資料：令和４年度高齢者等実態調査
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●在宅療養を支える多職種による連携体制の強化
　在宅療養支援について、福祉的なより広い視点から、顔の見える多職種の連携体制を構築し、在宅で医療や介
護を必要とする区民に対し、切れ目なく適切にサービスを提供できる体制の充実を図ります。

●地域医療の推進
　区民が適切に医療・介護サービスを利用できるよう、かかりつけ医の周知・普及等、様々な情報提供に努める
とともに、看取りまでを見据えた在宅医療の推進等に向け、区の実情や国・都の動向を踏まえ、地域の医療・介
護関係者の連携を強化していきます。

　医療機関や介護サービス事業所等、在宅療養を支える多職種の連携体制が強化され、医療や
介護を必要とする高齢者等が、在宅においても、訪問診療や訪問看護、介護サービス、生活支
援等必要なサービスを受けている。

 計画期間の方向性

 手段（当初事業計画）

事業
番号 計画事業（所管課）

年次計画 令和６年度
事業費（千円）令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

69 地域医療連携事業
［ 高齢福祉課・健康推進課 ］

14,844

70
在宅療養者等歯科訪問健診・
予防相談指導事業

［　　　健康推進課　　　］
9,792

71 在宅療養支援窓口事業
［　　　高齢福祉課　　　］

4,800

▶�▶�かかりつけマップ（地域の医療機関・介護事業所の把握）かかりつけマップ（地域の医療機関・介護事業所の把握）
▶�▶�かかりつけ医・在宅療養相談窓口 かかりつけ医・在宅療養相談窓口 
（医療相談、在宅療養に伴う医療・介護連携に関する相談）（医療相談、在宅療養に伴う医療・介護連携に関する相談）
▶�▶�多職種ネットワークの促進多職種ネットワークの促進
▶�▶�地域医療連携推進協議会・検討部会 地域医療連携推進協議会・検討部会 
（地域医療連携の課題、適切な仕組みづくり）（地域医療連携の課題、適切な仕組みづくり）
▶�▶�東京大学高齢者社会総合研究機構（IOG)との連携東京大学高齢者社会総合研究機構（IOG)との連携
▶�▶�地域の専門機関との連携地域の専門機関との連携

▶�▶�在宅療養者等に対する歯科訪問健診・予防相談指導在宅療養者等に対する歯科訪問健診・予防相談指導
▶�▶�地区歯科医師会による在宅歯科診療推進のため、 地区歯科医師会による在宅歯科診療推進のため、 

歯科医療機器購入費用の助成歯科医療機器購入費用の助成

▶�▶�高齢者あんしん相談センターに相談窓口を設置 高齢者あんしん相談センターに相談窓口を設置 
（退院後の介護環境の調整、医療関係者との事例検討会等）（退院後の介護環境の調整、医療関係者との事例検討会等）

＊インフォーマルサポート�　国などが行う公的な各種サービスに対し、家族や友人、近隣住民、ボランティアなどの非専門職による支援・援助
のこと
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